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Ⅱ－１（１） 成果と課題

小学校国語成 果 課 題

改善が見られた内容

○文脈に即して漢字を正しく書いたり読んだりする
こと
関連問題 A１
○物語の登場人物の気持ちを想像しながら音読
するときの工夫の仕方とその理由を書くこと
関連問題 Ｂ３二

引き続き課題である内容

新たに成果が見られた内容 新たに課題が見られた内容

○話の内容に対する聞き方を工夫すること
関連問題 Ａ３
○取材相手の考えの「理由」と「表情や声の調子」
の両方を整理して，記事を書くこと
関連問題 Ｂ１三

○文を構成する主語と述語との照応関係を捉える
こと
関連問題 A２二
○作品募集案内の中から，必要な情報を読み取
ること
関連問題 Ａ７

○筆者が，自分の考えを根拠付けるために引用し
ている言葉を探すこと
関連問題 Ａ５二
○文章と図表内の情報を関係付けて，自分の考
えを書くこと
関連問題 Ｂ２三
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Ⅱ－１（２） 改善が⾒られた問題
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小学校国語
●Ｂ３二（本県６７．８％，全国６６．６％，＋１．２）

○ 物語の登場人物の気持ちを想像しながら音読すると
きの工夫の仕方とその理由を書くこと

改善された課題

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 「昔話の大好きな場面を音読して紹介しよう」
・教師の様々な音読の仕方を聞き比べ，読み手の感じ
方の違いで読み方が変わることに気付く。

・工夫の観点を具体的に示す。（声の大きさや質，読
む速さ，間の取り方など）

・繰り返し音読しながら，自分の感じ方に合わせて音
読の工夫を考える。工夫の理由は，知識や経験と結
び付けて考える。

・児童同士で読み合い聞き比べながら，互いに助言を
し合い，自分の音読に生かす。

・自分で選んだ昔話について，音読の工夫を考える。

二

山
田
さ
ん
た
ち
は
、
【
び
ょ
う
ぶ
の
と
ら
の
お
話
】
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い

て
、
一
年
生
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
の

【
話
合
い
の
様
子
②
】
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
（
問
い
）
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

【
話
合
い
の
様
子
②
】

山
田

一
休
さ
ん
が
家
来
た
ち
に
、
「
と
ら
を
追
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
て
来
な
い
と
し
ば
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
が
お
も

し
ろ
い
ね
。

小
川

私
も
そ
う
思
う
わ
。
と
の
さ
ま
が
言
っ
た
無
理
な
こ
と
に
対
し
て
、

一
休
さ
ん
が
ち
え
を
働
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
ね
。
と
の
さ
ま
は
お
こ

っ
て
言
い
返
し
た
け
れ
ど
、
一
休
さ
ん
に
「
そ
れ
は
お
か
し
い
。
」
と

言
わ
れ
て
、
「
う
う
む
。
」
と
う
な
っ
て
し
ま
う
ね
。

高
木

最
後
に
、
と
の
さ
ま
は
、
「
も
う
よ
い
。
わ
し
の
負
け
じ
ゃ
。
」
と

言
っ
た
け
れ
ど
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
。
ど
ん
な
ふ
う
に
読

む
と
い
い
か
な
。
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
問
い
）
「
も
う
よ
い
。
わ
し
の
負
け
じ
ゃ
。
」
を
、
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う
に

声
に
出
し
て
読
み
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

○

声
に
出
し
て
読
む
と
き
に
く
ふ
う
す
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。
く
ふ
う
す
る

こ
と
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
声
の
大
き
さ
や
高
さ
、
読
む
速
さ
な
ど
が
あ
る
。

○

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
読
む
の
か
と
い
う
理
由
を
書
く
こ
と
。
理
由
に
は
、
あ

な
た
が
想
像
し
た
と
の
さ
ま
の
気
持
ち
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。

熊本県学⼒調査における関連問題

平成２６年度県学力調査の小５問題３で，小泉八
雲の伝記を読んで，人柄や考え方について感じた
ことを書く問題を出題しています。
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Ⅱ－１（３） 新たに成果が⾒られた問題
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小学校国語
●A２二（本県７４．２％，全国７１．７％，＋２．５）

熊本県学⼒調査における関連問題

○ 文を構成する主語と述語との照応関係を捉える
こと

平成２６年度県学力調査の小３問題２（５）で，文中
から「主語」と「述語」を書き抜く問題を出題していま
す。

問題の趣旨

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 第１・２学年

「はしった。」「かいた。」など，述語だけの文
を示し，主語を補って文を作らせる。

○ 第３・４学年
主語と述語が整った複数の例文を示し，｢ものの名

前を表す(何だ)｣「動きを表す(どうした)｣「様子を
表す（どんなだ・～い）」の３つに分類させる。

○ 第５・６学年
文を「構造」(①)や「性質，機能」(②)で分類さ

せる。
①単文，重文，複文
②平叙文,呼び掛け,疑問文,応答文,命令や承諾を
表す文，推定や伝聞を表す文，感動を表す文等

二

１
か
ら
３
ま
で
の
文
は
、
下
の
【
文
の
型
】
の
ア
・
イ
・
ウ
の
ど
の
型
に
当

た
り
ま
す
か
。
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま

し
ょ
う
。

１

私
は
、
国
語
の
学
習
で
感
想
文
を
書
い
た
。

２

頂
上
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
す
ば
ら
し
い
。

３

日
本
で
一
番
高
い
山
は
、
富
士
山
だ
。

【
文
の
型
】

ア

「
何
は
（
が
）
」
〜
「
何
だ
」

イ

「
何
は
（
が
）
」
〜
「
ど
う
し
た
」

ウ

「
何
は
（
が
）
」
〜
「
ど
ん
な
だ
」
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Ⅱ－１（４） 引き続き課題である問題
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小学校国語

●Ａ５二（本県１８．１％，全国１９．８％，－１．７）

課題

課題となった問題

指導のポイント

○ 筆者が，自分の考えを根拠付けるために引用している言葉
を探すこと
【誤答例】・「子ども読書」,「世界本の日」,「セロ弾きの」と

解答している。（２５．４％）
・設問の「自分の思いや考えを根拠付ける」を，筆者の
思いや考えを述べている言葉と誤って捉えている。

（４７．７％）

○ 誤答について
引用の際は「 」で括ることや，引用というのは
本や文章の一節や文，語句などを引いてくることの
理解に課題がある。
「根拠」についての理解に課題がある。

○ 指導について

・ 「 」で括るといった引用の仕方と，引用した
ことについて自分の考えを書かせる指導を行う。
その際，｢自分の考えの補説｣｢説得力を高める｣な
ど，目的意識が重要である。

・ 引用については，児童が引用する目的や必要性
を十分にもてる言語活動を位置付け，課題解決の
過程において指導することが必要である。

・ 引用の対象には，図表やグラフ，絵や写真も含
まれること，出典を明示することも指導する。

５

次
は
、
読
書
の
こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
た
新
聞
の
【
コ
ラ

ム
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
一
と
二
の
問
い
に

答
え
ま
し
ょ
う
。

二

筆
者
は
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
あ
る

言
葉
を
引
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
の
言
葉
で
す
か
。
最

も
適
切
な
言
葉
の
は
じ
め
の
五
文
字
を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
句
点
、
読
点
、
か
ぎ
は
字
数
に
ふ
く
み
ま
せ
ん
。
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Ⅱ－１（５） 新たに課題が⾒られた問題
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小学校国語 課題

課題となった問題

指導のポイント

○ 取材相手の考えの「理由」と「表情や声の調子」の両方を整理
して，記事を書くこと
【誤答例】・〈話した内容〉の中から、「 」を使って理由の部

分を取り出していない。
・〈表情や声の調子〉の中の内容に合わせて書いてい
ない。（いずれかを満たしていない，５３．９％）

○ 誤答について
指示語「それは」に着目し，傍線部を指し示してい

ることや，文末の「～から」に着目し理由を表す文で
あることの理解に課題がある。また，取材した内容を
関係付けて書くことに課題がある。

○ 指導について
・キーワード，接続語，指示語，文末に線を引きなが
ら読む。

・インタビューの際は，相手が繰り返し話している内
容や相手の印象的な様子をメモする。具体的に振り
返るために，写真，録音機器等も活用する。

・取材した内容を整理して書く際は，事実，感想，意
見を区別するとともに，目的や意図を確認し，読み
手に伝えたいことの中心を明確にする。これを基に，
内容を取捨選択するとともに，読み手に伝わるよう
に，具体的な事実を書き加える。

●Ｂ１三（本県３０．６％，全国３４．７％，－４．１）
三

【
ふ
れ
あ
い
新
聞
（
六
月
号
）
】
の
（
ア
）
の
中
に
は
、
あ
や
と
り
の

コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
た
中
田
と
よ
さ
ん
の
感
想
を
の
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
次
の
【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
内
容
を
ま

と
め
て
書
き
ま
す
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
中
田
と
よ
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】

〈
話
し
た
内
容
〉

〈
条
件
〉

○

ぼ
う
線
部
に
つ
い
て
の
理
由
が
分
か
る
言
葉
を
、
〈
話
し
た
内
容
〉

の
中
か
ら
、
「

」
を
使
っ
て
取
り
出
し
、
そ
の
言
葉
と
〈
表
情
や

声
の
調
子
〉
の
中
の
内
容
を
合
わ
せ
て
、
一
文
で
書
く
こ
と
。

○

書
き
出
し
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、
七
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
含
む
。

あ
や
と
り
の
コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し

て
よ
か
っ
た
わ
。

そ
れ
は
ね
、
一
年
生
の
み
ん
な
に

様
々
な
形
を
教
え
て
あ
げ
た
ら
喜
ん

で
く
れ
た
か
ら
な
の
。

み
な
さ
ん
も
準
備
が
大
変
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
町
で
会
っ
た
と

き
に
は
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
今
後
の
案
内
も
楽
し
み
に
し

て
待
っ
て
い
ま
す
ね
。
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Ⅱ－１（６） 質問紙調査
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多くの児童が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均より低い傾向にあります。

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，どのように解答しましたか。
「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」

• 本県78.8％，全国77.7％，差＋1.1
（昨年度から更に向上）

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか。
「当てはまる」

• 本県18.9％，全国21.4％，差－2.5
（昨年度より拡大）

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか。
「当てはまる」

• 本県29.3％，全国32.1％，差－2.8
（昨年度より拡大）

学校質問紙から

○国語の指導として，前年度までに，補充的な学
習の指導を行いましたか。
「よく行った」

• 本県23.2％，全国16.2％，差＋7.0
（昨年度から更に向上）

○ 国語の指導として，前年度までに，目的や相手
に応じて話したり聞いたりする授業を行いました
か。 「よく行った」

• 本県22.9％，全国22.1％，差＋0.8
（昨年度から改善）

● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な
ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行
いましたか。 「よく行った」

• 本県50.6％，全国53.2％，差－2.6
（昨年度より縮小）

児童質問紙から
補充的な学習指導の実施状況は，高い傾向にあり
ます。目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業
の実施状況も改善の傾向にありますが，基礎的・基
本的な事項を定着させる授業は依然として課題です。
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Ⅱ－１（７） 今後の取組

○ 外部検討委員と協議により、修正
なし

学⼒調査結果の分析から明らかになった国語科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

これまでの継続的な課題

新たに明らかになった課題

○新聞のコラムを読んで，表現
の工夫を捉えること
○目的や意図に応じ，取材した
内容を整理しながら記事を書
くこと

○話の内容に対する聞き方を工
夫すること
○文章と図を関係付けて，自分
の考えを書くこと

授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○課題解決の方法や展開をイメージした板書をす
ること
○振り返りやまとめは，めあてと照らして行うこと
○自分の考えを表現する際は，目的や条件に応じ
て，考えを支える根拠と理由も書かせること
○単元終了後に，練習問題に取り組むこと

○授業内容に応じた課題を家庭学習で出し，その
取組を確認すること

○語彙を豊かにするために，辞書で調べる習慣を
身に付けさせること
○読書量を増やすために，朝読書や全校一斉読
書等の読書活動を推進すること


